

































ンパク質 (AP)複合体 (AP-l" AP-4)が存在し，それぞれ異なる輸送経路に関与する(図 1)。しかしTGN
とエンドソーム/リソソームや細胞膜の間の輸送は複雑で，これら以外にも APタンパク質が存在する可能
性があった。近年，本研究代表者らは，新規の AP様タンパク質ファミリーGGA(GGAl， GGA2， GGA3; 






























7. GGA3-GATドメイン，および TomトGATドメインと Ubの複合体の X線結晶構造解析を行ない，生化
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